
町からのお知らせ

介護保険負担限度額の申請について

　介護保険施設に入所（短期入所サービス利用を

含む）すると、介護サービス費用の１割（一定以

上の所得のある方は２割または３割）を負担する

ほかに、居住費・食費を負担することになります。

　ただし、所得の低い方の居住費・食費について

は負担の上限額（負担限度額）が定められ、費用負

担が軽減されます。軽減を受けるには申請が必要

です。

【対象者】

次の①～③をすべて満たす方が対象となります。

①要介護（要支援）認定を受けており、ご利用者が

　所属する世帯全員が町民税非課税の方

②配偶者が町民税非課税の方

　（世帯が同じかどうかは問わない）

③預貯金等の金額が基準額を超えない方

【申請に必要なもの】

・申請書

・同意書

・本人と配偶者の預貯金口座残高の写し

※銀行名・支店名・口座番号・名義人と最終の残高

　（申請日より２か月以内に記帳されたもの）が分

　かるようにお願いします。

・その他投資信託・有価証券等がある場合には、

　証券会社や銀行の口座残高の写し

・負債がある場合は借用証明書の写し

　（預貯金額等から差引きます）

※配偶者がいない場合は、添付書類はご本人分の

　みとなります。

【留意点】

・申請書類に不備があると受付ができませんので、

　書類をよく確認して申請をしてください。

・認定期間は申請のあった月の初日から翌年（１

　月以降の申請は同年）７月３１日までです。

・前年度の所得が未申告の方は税務課にて申告を

　済ませてから申請をしてください。

・前年度の所得には、課税年金（老齢年金など）の

　他、非課税年金（遺族年金と障害年金）の収入も

　含めて判定することになります。

問健康福祉課　撒（５７）４１７３

おれんじカフェ

　「おれんじカフェ」とは認知症の方やその介護を

されている方など、誰でも気軽に利用いただける

憩いの場です。日頃の悩みや思いなどを同じ立場

の人たちと共有しませんか。

日８月２６日（金）１４時～１５時※途中退出可

所ひまわり館　定先着１５名　儡無料

容講話「介護技術について」

申８月１日（月）～

　電話または町保健センター窓口まで

※新型コロナウイルス感染拡大状況により、中止

　となる場合があります。

問健康福祉課　撒（５７）４１７３

フレイルサポーター養成講座

　いつまでも元気に暮らすために、「フレイル予

防」に取り組むことができるよう高齢者の方を応

援するボランティアを養成します。研修を受講し、

フレイル予防の大切さを町民の皆さんに伝える運

動教室のサポーターとして活躍しませんか？

日９月２日（金）、１６日（金）１０時～１１時

所町公民館

容〇フレイルについての基礎知識

　〇運動実施時の注意点について

　〇自宅で行う体操の正しい実施方法について

【講師】花の舎病院 理学療法士

対６５歳以上で介護認定を受けていない方、サポ

　ーターの活動に興味がある方

定先着１０名　※定員になり次第締切となります。

【持ち物】室内用シューズ、タオル、飲み物

申８月８日（月）～

　電話または町保健センター窓口まで

問健康福祉課　撒（５７）４１７３

献血にご協力ください
　

血液は人工的に作ることができません。１人でも

多くの人を救うため、みなさまのご協力をお願い

いたします。

日８月２６日（金）１０時～１３時

所町保健センター

※全血献血のみです。

成分献血はありません。

問健康福祉課　撒（５７）４１７１

国民健康保険限度額適用認定証の更新

　限度額認定証は、国民健康保険に加入されている方が入院や外来診療を受けた場合の医療費の自己負

担限度額を病院に示すものです。病院に保険証と認定証を提示すると、１か月の窓口負担額のうち、保

険診療分の医療費が次の表のとおりになります。

　自己負担限度額は所得に応じて決まりますが、８月１日（月）からは令和３年分の所得がもとになりま

す。認定証が必要な方は、８月１日（月）以降に住民課に申請してください。

【申請に必要なもの】・保険証　・印鑑

○７０歳以上７５歳未満の方は、現役並み所得者Ⅰ・Ⅱと低所得者Ⅰ・Ⅱの方が対象です。

○自己負担限度額は１か月（各月１日～末日）の金額です。

○過去１２か月のうちで自己負担限度額上限までの支払が４回目以降の場合、自己負担限度額が下がり

　ます。

○差額ベッド代や食事代は自己負担限度額に含まれません。

○世帯に所得を申告していない方がいる場合、申告していただいた後に判定されます。

○国民健康保険税を納めていない場合、認定証を交付できないことがあります。

問住民課　撒（５７）４１３６

【７０歳未満の方】

区分 所得要件 自己負担限度額 ４回目以降

ア
旧ただし書所得

９０１万円超
２５２，６００円＋（医療費の総額－８４２，０００円）×１％ １４０，１００円

イ
旧ただし書所得

６００万円超～９０１万円以下
１６７，４００円＋（医療費の総額－５５８，０００円）×１％ 　９３，０００円

ウ
旧ただし書所得

２１０万円超～６００万円以下
　８０，１００円＋（医療費の総額－２６７，０００円）×１％ 　４４，４００円

エ
旧ただし書所得

２１０万円以下
５７，６００円 　４４，４００円

オ 住民税非課税 ３５，４００円 　２４，６００円

※「旧ただし書所得」（国民健康保険税の算定の基礎となる所得）＝ 総所得金額等から基礎控除額を差し引いた額です。

【７０歳から７５歳未満の方】

区分 外来（個人単位）の限度額 外来＋入院（世帯単位）の限度額 ４回目以降

Ⅲ※１ ２５２，６００円＋（医療費の総額－８４２，０００円）×１％ １４０，１００円

Ⅱ※２ １６７，４００円＋（医療費の総額－５５８，０００円）×１％ 　９３，０００円

Ⅰ※３ 　８０，１００円＋（医療費の総額－２６７，０００円）×１％
　４４，４００円

一般 　１８，０００円※４ ５７，６００円

Ⅱ※５

　８，０００円
２４，６００円

なし
Ⅰ※６ １５，０００円

※１　現役並み所得者のうち、課税所得６９０万円以上の方

※２　現役並み所得者のうち、課税所得３８０万円以上６９０万円未満の方

※３　現役並み所得者のうち、課税所得１４５万円以上３８０万円未満の方

※４　年間（８月～翌年７月）の限度額は１４４，０００円（一般、低所得者Ⅰ・Ⅱだった月の外来自己負担額の合計の限度額）

※５　世帯主およびすべての国保被保険者が住民税非課税の世帯に属する方

※６　世帯主およびすべての国保被保険者が住民税非課税で、かつ世帯全員の各所得が０円となる世帯に属する方

　　　（公的年金収入のみで、その受給額が８０万円以下の方）
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